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7月臨時会
9月定例会

▲やまがた市議会報「みちしるべ」を活用した
　授業の様子（山形大学附属中学校２年生）
　※内容については、１１ページをご覧ください

◆平成２９年度決算認定

　事業の成果や執行状況を慎重審議

◆常任委員会

　４つの委員会を開催しました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい
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まちのにぎわいづくりや総合的な子育て環境の整備など

山形市発展に向けた重点施策を推進

事業の成果や執行状況を慎重審議

　　　　  358億7,496万円

（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　  129億3,980万円

（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　　　　  98億2,337万円

（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　  89億3,700万円

（長期間使われる公共施設の整備などにかかる借入金）

　　　　　  70億6,564万円

（預金利子や各種貸付金の元利収入など）

　　　　　  235億1,425万円

（県支出金、地方譲与税・交付金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③地方交付税

④市債

⑤諸収入

⑥その他

　　　　　  350億2,502万円

（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　  120億4,250万円

（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　  117億2,787万円

（学校の建設・改修、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

　　　　　　　　　  107億6,584万円

（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　  84億2,522万円

（市債の返還にかかる経費。うち利子分約8億864万円を含む。）

　　　　　  179億3,269万円

（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

①民生費

②土木費

③教育費

④議会費・総務費

⑤公債費

⑥その他

一般会計歳入
981億5,502万円

一般会計歳出
959億1,914万円

市税
36.6％

市債
9.1％

民生費
36.5％

議会費・総務費
11.2％

地方交付税
10.0％

諸収入
7.2％

公債費
8.8％

国庫支出金
13.2％

その他
23.9％

土木費
12.6％

その他
18.7％

教育費
12.2％
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平成29年度の決算を認定

　
　
　

県
で
行
わ
れ
て
い
る
業
務

が
市
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
で
、
職

員
の
専
門
性
が
さ
ら
に
問
わ
れ
て

く
る
が
、
今
後
の
採
用
方
針
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　

獣
医
師
な
ど
の
採
用

困
難
職
種
を
含
め
、
必
要
な
人
員

を
確
保
す
る
た
め
採
用
を
行
っ
て

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

中
核
市
推
進
事
業

 

１
億
１
６
０
１
万
円

　

中
核
市
へ
の
移
行
に
向
け
て

移
譲
事
務
の
精
査
・
検
討
や
職

員
の
確
保
、
市
民
へ
の
積
極
的

な
周
知
・
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

委
員

職
員
課
長

い
る
。
専
門
性
の
あ
る
職
員
は
、

今
後
の
職
員
の
退
職
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
採
用
し
て
い
く
と
と
も

に
、
新
卒
者
の
み
な
ら
ず
、
経
験

者
を
採
用
す
る
方
法
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、
新
し
い
建
物
と
古
い
建
物
で
、

ト
イ
レ
や
調
理
室
な
ど
の
設
備
機

能
の
格
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
改
修
や
地
域
の
要
望
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

新
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
昭
和
５６
年
以
前
に
建

設
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
山
形
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
平
成
３３
年
ま
で
に
す
べ
て
の

建
て
替
え
を
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
山
形
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
長
寿
命
化
を
図
る
こ

と
と
な
る
が
、
必
要
な
機
能
に
つ

い
て
も
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

 

３
億
６
７
５
９
万
円

　

山
形
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
工

事
や
設
計
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

▲平成２９年度建て替えの椹沢コミュニティセンター

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高

　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（平成２９年度末現在）

一 般 会 計 ９７６億４，５６１万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 ２８億４，２１５万円
駐 車 場 事 業 会 計 ２，１６０万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△ ９．２％）

２０．０％

４億２，６３３万円
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 なし（△ ８．６％） １１億７，３２９万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△７６．４％） １７３億２，９３８万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△１６．７％） ８９９億９，９０８万円
市立病院済生館事業会計 なし（△３４．３％） ３８億４，８７１万円
合　　　　　　　計 ２，１３２億８，６１５万円

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお、参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお、参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で表示しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△３．３２％） なし（△２２．４０％）  ８．３％  ８８．２％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％
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短
期
間
で
で
き

る
取
り
組
み
と
、
中
長
期
的
な
視

野
で
検
討
し
て
い
く
べ
き
も
の
が

あ
る
。
年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
入

れ
て
練
り
直
し
、
利
用
促
進
、
利

便
性
向
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
針

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

施
設
の
利
用
状
況
や
相
談

件
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

立
地
条
件
や

運
営
方
法
に
違
い
が
あ
る
た
め
と

思
わ
れ
る
。
連
絡
会
を
通
し
て
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

広
範
囲
の
乗
り
放
題
で
は

企
画
調
整
部
長

子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業 

１
億
７
３
５
６
万
円

　

民
間
立
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
育
児
講
座
や
、
体
験

保
育
な
ど
の
子
育
て
支
援
事
業

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

高
齢
者
外
出
支
援
事
業

 

１
億
２
６
７
９
万
円

　

山
交
バ
ス
株
式
会
社
が
販
売

す
る
シ
ル
バ
ー
３
カ
月
定
期
券

を
購
入
す
る
高
齢
者
に
、
一
定

額
を
補
助
し
ま
し
た
。

委
員

な
く
、
市
内
の
利
用
に
限
定
す
る

な
ど
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
利
用

し
や
す
い
制
度
に
変
更
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
事
業
全

体
を
見
直
し
て
お
り
、
定
期
券
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
を
行
っ
た
上
で
市

内
限
定
の
実
績
払
い
に
す
る
な
ど
、

中
期
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

障
が
い
者
差
別
解
消
支
援

長
寿
支
援
課
長

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消

推
進
事
業 

２
２
０
万
円

　

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
擁

護
と
差
別
解
消
に
向
け
た
周

知
・
啓
発
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

　
　
　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

就
労
移
行
支

援
や
就
労
継
続
支
援
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
ほ
か
、
障
が
い

者
自
立
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、

障
が
い
者
雇
用
の
働
き
か
け
や
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
機
能
訓
練
・
福
祉

的
就
労
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
、
補
装
具
購
入
費
の
支
給

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

　
　
　

創
造
都
市
間
同
士
の
関
係

性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
２９
年
の
ユ

ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

加
盟
認
定
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
が

ス
タ
ー
ト
と
認
識
し
て
い
る
。
３０

年
９
月
に
開
催
す
る
や
ま
が
た
創

造
都
市
国
際
会
議
で
、
国
外
か
ら

ゲ
ス
ト
を
迎
え
る
な
ど
、
で
き
る

こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
行
っ
て
い
く
。

文
化
創
造
都
市
推
進
事
業

 

８
３
７
万
円

　

映
像
文
化
を
基
軸
に
、
多
彩

で
豊
富
な
文
化
・
地
域
資
産
を

活
用
し
、
文
化
創
造
都
市
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　

年
度
の
途
中
に
公
衆
街
路

灯
の
新
設
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に

も
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

前
年
度
に
町
内
会
へ

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
翌
年
度
に

予
算
化
し
て
い
る
。
当
該
年
度
の

要
望
は
、
規
制
緩
和
に
基
づ
く
開

発
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
部
と
情
報
交
換
を

行
い
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

公
衆
街
路
灯
助
成
事
業

 

６
５
８
２
万
円

　

町
内
会
な
ど
が
維
持
管
理
し

て
い
る
公
衆
街
路
灯
の
電
気
料

補
助
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

　
　
　

仙
山
線
に
関
す
る

勉
強
会
を
受
け
、
今
後
の

進
め
方
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

仙
山
圏
交
通
網
整
備

事
業 

３
０
２
万
円

　

仙
山
圏
交
通
網
の
整

備
調
査
に
関
す
る
補
足

調
査
や
、
関
係
団
体
と

仙
山
線
に
関
す
る
勉
強

会
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

委
員

▲平成３０年９月開催のやまがた創造都市国際会議

▲利用促進、利便性向上を目指す仙山線

地
域
協
議
会
を
開
催
し
て

い
る
が
、
そ
の
成
果
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成

２９
年
度
か
ら
、
障
が
い
者

の
方
や
不
動
産
、
交
通
関

係
者
な
ど
か
ら
も
参
画
し

て
も
ら
い
、
委
員
を
１１
人

か
ら
２８
人
に
増
員
し
運
営

し
て
お
り
、
実
際
に
相
談

が
あ
っ
た
差
別
事
例
の
課

題
を
共
有
し
、
改
善
に
つ

な
げ
て
い
る
。

障
が
い
福
祉
課
長

自
立
支
援
給
付
事
業

 

３０
億
３
２
６
万
円
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平 成 29 年 度   決 算 監 査 意 見 書 要 旨
　一般会計の歳入において、前年度に比べ繰入金、寄附
金などが増加し、財産収入、市債などが減少している。
　個人市民税は雇用などの改善が継続し、法人市民税は
企業活動が堅調であることから、税収の増が期待される。
市税収入の確保とともに受益者負担金の適正化や財産の
有効活用を図るなど、一層の歳入確保に取り組まれたい。
　一方、歳出においては、前年度に比べ土木費、民生費、
などが増加し、消防費、教育費などが減少している。学
校施設など大規模施設整備費用の増加が見込まれるとと
もに、中核市移行に伴う新たな行政需要が求められるこ
とから、より効果的で効率的な行政運営を推進されたい。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度より
改善しており、経営努力の成果がうかがえる。
　済生館は、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点
病院として、地域の医療機関等と連携強化を図りながら、
質の高い医療の提供に取り組まれている。平成３０年度は
「済生館３カ年計画」の最終年度となるが、諸施策の着
実な実現に向けて、引き続き努力されたい。あわせて、
自治体病院の使命を踏まえながら経営の効率化を図り、
健全な病院運営に取り組まれるよう要望する。

済

生

館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されている。耐震化を含めた、耐用年数
を迎える配水管や浄配水施設設備更新等に係る建設改良
事業の推進が引き続き予定されており、今後とも費用の
節減に取り組まれるとともに、施設規模や稼働状況の適
正化等を図り、一層の経営の効率化に努められたい。
　安全で安定した水供給を図るため、施設の耐震化や主
要３水系間の水融通バックアップ体制の強化、最上川中
部水道企業団との連絡管整備等に取り組まれているが、
「山形市上下水道事業基本計画（後期計画）」の着実な実
現に向け、引き続き効率的な事業経営に取り組まれたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度から下水道使用料等徴収業務を含めた上下
水道営業等包括委託を開始しているが、受益者負担の公
平性を確保するため、より効果的、効率的な未収金対策
となるよう努められたい。
　近年の集中豪雨の多発化に備え雨水管渠整備を図るこ
とにより災害に強い下水道を構築していく必要がある。
「山形市上下水道事業基本計画（後期計画）」の着実な実
現に向けて、効率的な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道

支
援
を
し
た
方
へ
の
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

医
療
機
関
の
受

診
で
、
入
院
や
施
設
入
所
に
つ
な

が
っ
た
方
も
い
た
。
通
院
後
も
定

期
訪
問
に
よ
る
見
守
り
や
適
切
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

ま
か
な
い
材
料
費
の
不
用

額
は
、
児
童
生
徒
数
が
、
当
初
の

見
込
み
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
、
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

各
小
・
中
学
校
で
は
次
年
度
に
入

学
す
る
児
童
生
徒
の
数
を
把
握
し

て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
誤
差
が
生

じ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
童

生
徒
数
は
、
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
実
際
に
平
成
２９
年
度
に
入

り
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
人
数
と

比
べ
て
、
少
し
減
少
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
精
査
で
き
な

か
っ
た
部
分
は
あ
る
が
転
勤
な
ど

に
よ
る
異
動
も
あ
る
た
め
、
誤
差

の
範
囲
内
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

生
活
福
祉
課
長

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

業
務 

１０
億
８
８
４
万
円

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

や
衛
生
管
理
、
献
立
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

需
要
が
増
え
、
条
例
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
も
多
い
。
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
２６
年
の

条
例
制
定
時
に
想
定
し
た
登
録
児

童
数
よ
り
も
大
幅
に
増
え
て
お
り
、

施
設
を
増
設
し
て
も
追
い
つ
い
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。
条
例
の
経

過
措
置
期
間
が
３１
年
度
末
で
あ
る

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

 

７
億
７
９
０
万
円

　

留
守
家
庭
な
ど
の
児
童
へ
放

課
後
や
夏
休
み
な
ど
に
お
け
る

遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
、

健
全
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

た
め
、
ク
ラ
ブ
側
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

コ
ス
ト
に
対
す
る
利
便
性

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

利
用
件
数
は
年
々
増

え
て
お
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
取

得
者
が
増
え
る
こ
と
で
さ
ら
に
利

用
者
は
増
え
る
た
め
、
個
人
番
号

住
民
票
の
写
し
等
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ

交
付
事
業 

１
０
０
１
万
円

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証

明
書
を
取
得
で
き
る
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

市
民
課
長カ

ー
ド
の
取
得
と
併
せ
て

利
便
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
　

受
診
指
導
な
ど
の

子
ど
も
の
学
習
支
援
事

業
及
び
健
康
管
理
支
援

事
業 

４
３
５
万
円

　

生
活
保
護
受
給
世
帯

な
ど
で
希
望
す
る
中
学

生
へ
の
学
習
支
援
や
、

健
康
指
導
が
必
要
な
受

給
者
に
健
康
管
理
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

▲遊びと生活の場を提供する放課後児童クラブ
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ど
の
よ
う
な
改
修
が
行
わ

れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

バ
ス
会
社
が
行

う
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
対
し
、
県

の
補
助
規
定
に
沿
っ
て
県
と
市
で

補
助
を
行
っ
た
。
男
子
ト
イ
レ
の

小
便
器
を
一
つ
減
ら
し
、
そ
の
ス

ペ
ー
ス
を
女
子
ト
イ
レ
一
つ
の
増

設
に
充
て
、
男
女
と
も
洋
式
化
す

る
な
ど
の
改
修
を
行
っ
た
。

　
　
　

用
具
の
購
入
や
更
新
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
団
体
か
ら
多
く

の
要
望
が
あ
る
と
思
う
が
、
予
算

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
競
技
団

体
か
ら
の
す
べ
て
の
要
望
に
は
応

え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
安
全

観
光
公
衆
施
設
整
備
事
業

 

４
０
０
万
円

　

蔵
王
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

体
育
施
設
の
維
持
管
理
及
び
整
備

事
業 

４
億
８
７
５
５
万
円

　

市
民
生
活
に
密
着
し
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
、
適

切
な
施
設
の
維
持
管
理
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

面
や
新
た
に
大
き
な
大
会
を
開
催

す
る
場
合
な
ど
を
優
先
し
、
理
解

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　
　

事
業
の
進
展
状
況
や
、
地

元
業
者
と
の
関
わ
り
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
２９
年
度
は
、

９
橋
の
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
施
工
時
に
想
定
外
の
損
傷
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
計
画

通
り
に
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

今
後
も
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
き
、
事
業
を
進
め
て
い

市
道

橋
き
ょ
う

梁
り
ょ
う

維
持
補
修
事
業

 

５
億
１
５
８
８
万
円

　

橋
梁
の
補
修
工
事
と
補
修
設

計
委
託
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

く
。
ま
た
、
橋
梁
の
補
修
工
事
は

特
殊
な
工
法
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど

を
地
元
の
業
者
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

放
置
空
き
家
な
ど
の
危
険

家
屋
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

情
報
提
供
が
延

べ
１
４
９
件
あ
り
、
う
ち
適
正
な

管
理
を
促
す
文
書
を
送
付
し
た
の

が
７３
件
、
そ
の
中
で
連
絡
が
取
れ

た
も
の
は
４５
件
で
あ
っ
た
。

空
き
家
等
対
策
推
進
事
業

 

８１
万
円

　

空
き
家
な
ど
へ
の
対
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
山
形
市
空
家
等
対
策
計

画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　

事
業
の
成
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

首
都
圏
の
学
生

向
け
に
東
京
都
で
合
同
企
業
説
明

会
を
開
催
し
、
２
日
間
で
２
６
９

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
平

成
２９
年
度
は
参
加
者
１
３
４
名
の

う
ち
７
名
が
、
２８
年
度
は
１
０
５

名
の
う
ち
２５
名
が
、
市
内
へ
の
就

職
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

労
働
力
確
保
推
進
事
業

 

８
６
２
万
円

　

首
都
圏
で
の
合
同
企
業
説
明

会
の
開
催
や
求
人
情
報
サ
イ
ト

の
運
営
な
ど
に
よ
り
、
市
内
企

業
へ
の
就
職
な
ど
の
促
進
を
図

り
ま
し
た
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

　
　
　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
１

２
６
頭
の
内
訳
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

サ
ル
が
５５
頭
、

イ
ノ
シ
シ
が
７１
頭
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
２８
年
度
に
比
べ
て
イ

ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
増
え
て
い

る
が
、
現
在
も
被
害
が
多
い
状
況

で
あ
る
。
対
策
は
十
分
と
考
え
て

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

 

２
５
３
９
万
円

　

有
害
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
防
止
の
た
め
、
防
護

網
な
ど
の
設
置
や
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

委
員

農
村
整
備
課
長

委
員

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

イ
ノ
シ

シ
な
ど
に
よ
る
被
害
が

あ
っ
た
箇
所
な
ど
は
現
場

確
認
を
行
っ
て
お
り
、
２９

年
度
は
１
４
２
件
、
３０
年

度
は
８
月
末
現
在
で
１
２

０
件
と
な
っ
て
い
る
。
２９

年
度
か
ら
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
立
ち
上
げ
、
捕

獲
体
制
の
強
化
を
図
っ
た

こ
と
で
捕
獲
頭
数
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
定

の
成
果
は
上
げ
ら
れ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

農
村
整
備
課
長

▲有害鳥獣捕獲のための、わなを設置する実施隊

▲補修工事を実施した二本堂橋

6



　日程は変更になる場合があります。

詳しくは議会事務局までお問い合わ

せください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２９日（木）

　　～１２月１８日（火）

１２月定例会の日程
（予定）

見
込
ん
で
お
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
、
廃
棄
物
を
減
ら
す
対
策
を
検

討
し
て
い
る
た
め
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　

２
年
続
け
て
赤
字
決
算
と

な
っ
た
要
因
を
ど
う
認
識
し
、
ど

の
よ
う
な
対
応
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
２６
年
度

か
ら
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
医
療
の
質
を
高
め
、
診
療
報

酬
の
加
算
対
象
と
な
る
医
療
機
器

確
保
な
ど
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
２４
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た

空
調
や
消
防
設
備
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
改
修
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
り
増
加
し
て
い
た
減
価
償
却
費

が
、
３０
年
度
か
ら
減
少
し
て
い
く

見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　

取
扱
量
や
売
上
高
が
年
々

減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
減
少

や
市
場
を
通
さ
な
い
取
引
の
増
加

な
ど
が
要
因
で
、
取
引
高
な
ど
が

年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

病
院
事
業

委
員

済
生
館
管
理
課
長

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

平
成
３０
年
６
月
の
卸
売
市
場
法
改

正
に
よ
り
、
卸
売
市
場
の
自
由
度

が
増
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
場
内
事
業
者
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
市
場
の
活
性
化
策
な
ど
を
考

え
て
い
く
。

　
　
　

現
在
８
カ
所
の
処
理
施
設

が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
更
新
な

ど
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
、
劣
化
状

況
な
ど
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。

維
持
管
理
費
の
試
算
な
ど
、
調
査

結
果
を
基
に
、
更
新
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

委
員

農
村
整
備
課
長

　
　
　

未
収
金
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

給
水
収
益
を
除
く
未

収
金
は
、
平
成
３０
年
４
月
に
全
て

回
収
し
て
い
る
。
給
水
収
益
未
収

金
の
収
納
率
は
、
平
成
２９
年
度
３

月
末
で
９６
・
４
％
、
１
年
後
に
は

９９
・
９４
％
程
度
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　
　
　

下
水
道
管か
ん

渠き
ょ

の
耐
震
化
の

進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

汚
水
管
の
耐

震
化
率
は
３２
・
４
％
で
、
雨
水
管

の
耐
震
化
率
は
４１
・
７
％
で
あ
る
。

水
道
事
業
会
計

委
員

営
業
課
長

公
共
下
水
道
事
業
会
計

委
員

下
水
道
建
設
課
長

　
　
　

設
置
し
た
エ
ア
ー
遮
断
機

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

集
中
豪
雨
な
ど

で
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
排
水
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
に
、
一
定
の
水

深
を
感
知
す
る
と
、
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
手
前
の
遮
断
機
が
自
動
的
に
押

し
出
さ
れ
通
行
を
遮
断
す
る
も
の

で
あ
る
。
今
後
は
、
山
形
駅
南
ア

ン
ダ
ー
に
設
置
し
て
い
く
。

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
安
全
対
策

事
業 

９
０
４
万
円

　

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水
に
よ

る
車
両
の
水
没
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
車
両
自
動
遮
断
機
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　

事
業
の
今
後
の
対
応
は
ど

う
か
。
ま
た
、
塀
の
修
繕
だ
け
で

は
な
く
、
撤
去
に
も
補
助
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
民
や
業
界
団

体
か
ら
も
、
要
望
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
塀
に
つ
い
て
は
、
築
造
・

修
繕
に
補
助
を
し
て
い
る
が
、
撤

去
の
み
の
補
助
も
検
討
し
て
い
く
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援

事
業 

１
億
２
８
６
６
万
円

　

市
内
の
施
行
業
者
を
利
用
し

て
住
宅
な
ど
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
方
に
、
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

建
築
指
導
課
長

　
　
　

今
後
、
廃
棄
物
と

し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
が
、
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

国
で
も
２
０

３
０
年
以
降
増
加
す
る
と

太
陽
光
発
電
装
置

設
置
補
助
事
業

 

２
６
３
９
万
円

　

住
宅
や
事
業
所
に
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
設

置
す
る
際
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
し
た
。

委
員

環
境
課
長

▲アンダーパスでの水没事故を防止するエアー遮断機
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市
民
の
生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上
と

児
童
の
安
全
・
健
康
を
守
る
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

９月の主な補正予算
一般会計 １２億６，８７０万円

●道路維持補修経費

　  １億７，０００万円

＜主なもの＞ （千円以下切り捨て）

●  小学校空調設備改修事業

　  ９，４１７万円

●道路ストック修繕事業（舗装修繕）

　  ７，６８３万円

●民間立保育所施設整備事業費補助金

　（木の実西部保育園）　  ２，７２２万円

●放課後児童クラブ整備事業

　（第３どんぐりクラブ）　  １，１００万円

●中核市移行記念式典開催事業

　  １２７万円

▲山寺などの魅力を国内外に発信

　
　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
の
委
託
先

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
改
修
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
託
先
は
、

現
在
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
契
約
を

締
結
し
て
い
る
事
業
者
に
な
る
。

ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

予
算
の
議
決
後
、
追
加
契
約
を
行

い
、
平
成
３０
年
１１
月
末
ま
で
に
シ

ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、
３０
年
１２
月

に
高
額
療
養
費
の
勧
奨
通
知
や
証

明
書
な
ど
の
発
行
を
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
に
掛
か
る

費
用
は
、
他
市
と
比
較
し
て
ど
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
た
び

の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
掛
か
る
費
用

を
他
市
と
比
較
し
た
場
合
、
相
対

的
に
見
る
と
高
い
ほ
う
で
は
あ
る

が
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
維
持
に

関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
契
約
形

態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
比

較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

 

２
２
９
４
万
円

　

高
額
療
養
費
制
度
の
変
更
に

対
応
す
る
た
め
、
電
算
シ
ス
テ

ム
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

実
質
的
に
工
事
に
入
れ
る
の
は
、

早
く
て
も
３１
年
４
月
か
ら
と
考
え

て
お
り
、
３１
年
７
月
頃
を
め
ど
に

工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　

工
事
の
順
番
は
ど
う
な
る

の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
順
番

を
決
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
夏
の
猛
暑
へ

の
対
応
と
し
て
、
国
で
は
環
境
改

善
と
い
う
位
置
付
け
か
ら
、
安
全

対
策
に
格
上
げ
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
の

交
付
金
の
採
択
状
況
も
あ
る
が
、

順
番
と
い
う
形
で
は
な
く
、
一
斉

に
整
備
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　

工
期
は
ど
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

実
施
設

計
に
約
４
カ
月
を
想
定
し

て
お
り
、
平
成
３１
年
２
月

中
旬
ま
で
に
実
施
設
計
の

小
学
校
空
調
設
備

改
修
事
業

 

９
４
１
７
万
円

　

市
内
小
学
校
へ
の
空

調
設
備
の
早
期
整
備
に

向
け
て
、
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

委
員

教
委
管
理
課
長

　
　
　

「
山
寺
と
紅
花
」
推
進
協

議
会
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
構
成
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

は
県
の
文
化
財
・
生
涯
学
習
課
に

置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
委
員
は

県
知
事
を
会
長
と
し
、
各
首
長
が

副
会
長
と
な
っ
て
お
り
、
県
・
各

「
山
寺
と
紅
花
」
推
進
協
議
会

負
担
金 

３０
万
円

　

山
寺
と
紅
花
の
歴
史
と
文
化

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
設
立
さ
れ
た
「
山

寺
と
紅
花
」
推
進
協
議
会
に
負

担
金
を
支
出
し
ま
す
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

　
　
　

公
募
す
る
参
加
者
の
人
数

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

中
核
市
移
行
記
念
式
典

開
催
事
業 

１
２
７
万
円

　

中
核
市
へ
の
移
行
予
定
日
で

あ
る
平
成
３１
年
４
月
１
日
に
、

記
念
式
典
を
行
い
ま
す
。

委
員

や
公
募
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
を
最

大
８
０
０
人
と
想
定
し
て
お
り
、

う
ち
公
募
は
、
現
時
点
で
５
０
０

人
程
と
考
え
て
い
る
。
年
明
け
に
、

広
報
や
ま
が
た
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
公
募
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
　

Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
ど
の
よ
う

に
発
信
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
の

式
典
で
上
映
し
た
後
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
一
定
期
間
掲
載
す
る
。

中
核
市
推
進
課
長

委
員

中
核
市
推
進
課
長
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▲生活環境のさらなる向上を図る市道の舗装工事

▲平成２９年度に開催した演奏会の様子

市
町
の
観
光
協
会
会
長
や
山
寺
立

石
寺
の
住
職
、
県
紅
花
生
産
組
合

連
合
会
会
長
な
ど
に
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　

県
で
、
国
庫
補
助
を
活
用

し
た
情
報
発
信
や
普
及
啓
発
な
ど

を
、
日
本
遺
産
魅
力
発
信
推
進
事

業
と
し
て
展
開
し
て
い
く
が
、「
山

寺
と
紅
花
」
推
進
協
議
会
は
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
山
寺

と
紅
花
」
推
進
協
議
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
構
成
文
化
財
の
活
用
・

磨
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と
し
、
構

成
文
化
財
の
整
備
や
情
報
発
信
を

行
い
な
が
ら
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図

り
、
広
く
国
内
外
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

　
　
　

各
町
内
会
や
地
域
住
民
か

ら
の
側
溝
整
備
に
関
す
る
要
望
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、

全
て
の
要
望
を
実
施
し
た
場
合
、

ど
の
く
ら
い
の
費
用
が
掛
か
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
地
区
か
ら
の

要
望
件
数
は
約
６
５
０
件
で
、
要

望
内
容
を
全
て
実
施
し
た
場
合
、

約
２９
億
円
を
要
す
る
と
試
算
し
て

い
る
。
要
望
案
件
に
対
し
て
は
、

道
路
の
維
持
補
修
に
要
す
る

経
費 

２
億
４
６
８
３
万
円

　

生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上

に
向
け
て
、
市
道
の
舗
装
と
側

溝
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

地
域
の
方
と
相
談
し
な
が

ら
、
緊
急
性
が
高
い
も
の

か
ら
優
先
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　
　
　

随
意
契
約
に
よ
り

工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
地

元
業
者
へ
の
配
慮
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
案

件
や
災
害
時
に
は
、
地
域

を
熟
知
し
て
い
る
地
元
の

業
者
を
優
先
し
て
発
注
し

て
い
る
。

委
員

道
路
維
持
課
長

議場見学会＆演奏会に

ご参加ください
　市議会を身近に感じていただくため、市議会のしくみの説明や

本会議場・議長室などの見学会のほか、会派控室などの絵画や美

術品などの展示を行います。

　また、本会議場内において山形交響楽団による演奏会（弦楽四

重奏（予定））を開催しますので、ぜひご参加ください。

【申し込み必要事項】

◎必須事項

　①郵便番号・住所　②氏名　③年齢

　④電話番号（日中に連絡がとれるもの）

◎該当する方のみ

　⑤複数での申し込みの場合

　　（１申し込み５名まで）

　・ご自身を含め、全員の氏名・年齢

　⑥身体などの事情により配慮を必要とす

る場合

　・必要な配慮について具体的にお知らせ

ください。（車いすの利用など）

（応募によって得た個人情報は、本募集に

関すること以外に使用しません。）

対象者：山形市に在住または通勤・通学する方

　　　　（小学生以上）１００名

《申し込み方法》

　はがきまたはメールにて、右枠内の必要事項をご記

入のうえ、ご応募ください。１１月２２日（木）必着

（※電話による申し込みは取り扱いいたしません。）

　なお、応募多数の場合は抽選となります。

　応募締め切り後、抽選結果と当日の詳しいご案内を

送付いたします。

《申し込み・お問い合わせ先》

山形市議会事務局総務課

TEL０２３－６４１－１２１２　内線７０５

〒９９０－８５４０ 山形市旅篭町２丁目３－２５

E-mailgikaisomu@city.yamagata-yamagata.lg.jp

期　日：平成３０年１２月２５日（火）
時　間：午後２時～３時３０分
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企
業
が
本
社
機
能
の
移
転

や
拡
充
を
し
よ
う
と
す
る
施
設
整

備
計
画
の
認
定
期
限
が
、
２
年
間

延
長
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

企
業
立
地
を
後
押

し
す
る
上
で
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
拡
充
型
事
業
で
、

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
の

税

金

企
業
の
本
社
機
能
を
移
転
・

拡
充
す
る
事
業
に
係
る
固
定

資
産
税
の
特
例
措
置
を
拡
充

委
員

資
産
税
課
長

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

今
回
の
法
改

正
は
、
主
に
都
市
部
か
ら

の
企
業
立
地
を
国
と
地
方

が
連
携
し
て
後
押
し
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
は
自
治
体
の

貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
減

税
し
て
交
付
税
を
補
充
す

る
こ
と
は
、
本
来
の
方
法

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
東
北
都
市
税

務
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、

期
間
の
延
長
や
新
た
な
制

度
を
設
け
る
こ
と
が
な
い

よ
う
要
望
し
て
い
る
。

財
政
部
長

　
　
　

診
療
科
目
の
名
称
変
更
に

合
わ
せ
、
歯
科
口
腔
外
科
の
「
腔
」

の
文
字
に
も
ふ
り
が
な
を
振
る
と

の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
ま
で
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

条
例
と
し
て

問
題
は
な
か
っ
た
が
、
他
の
条
例

に
お
い
て
、
常
用
漢
字
で
な
い
も

の
に
は
、
ふ
り
が
な
を
振
る
と
い

う
取
り
扱
い
を
し
て
い
る
た
め
、

今
回
の
改
正
に
合
わ
せ
、
同
様
の

取
り
扱
い
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

病

院

済
生
館
診
療
科
目
の
名
称
を

一
部
変
更

委
員

済
生
館
管
理
課
長

　
　
　

接
道
規
制
の
緩
和
に
伴
う

認
定
申
請
手
数
料
を
新
設
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
既
に
定
め
ら
れ
て

い
る
申
請
手
数
料
の
３
万
３
０
０

０
円
と
、
今
回
新
設
さ
れ
る
２
万

７
０
０
０
円
の
違
い
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
は
、

申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
す
べ
て
建

築
審
査
会
の
同
意
を
得
た
上
で
許

可
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
の
建

ま
ち
づ
く
り

接
道
規
制
の
緩
和
に
伴
う
認

定
申
請
手
数
料
と
仮
設
建
築

物
の
存
続
期
間
延
長
に
伴
う

許
可
申
請
手
数
料
を
新
設

委
員

建
築
指
導
課
長

常任委員会

総 務

産業文教

厚 生

環境建設 ４つの委員会を開催しました

１
社
が
該
当
し
て
お
り
、
新
た
に

平
成
３０
年
６
月
に
１
社
が
認
定
を

受
け
て
い
る
。
移
転
型
事
業
は
、

東
京
２３
区
か
ら
の
本
社
機
能
の
移

転
が
対
象
の
た
め
難
し
い
が
、
他

か
ら
の
移
転
は
考
え
ら
れ
る
。
認

定
を
受
け
る
要
件
と
し
て
、
新
規

採
用
な
ど
の
雇
用
の
拡
充
も
あ
り
、

税
収
面
だ
け
で
な
く
、
人
口
増
や

経
済
波
及
効
果
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　

固
定
資
産
税
は
、
地
方
自

治
体
に
と
っ
て
固
有
の
財
源
で
あ

る
。
企
業
立
地
な
ど
の
国
の
施
策

に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
の
措

置
が
あ
る
か
ら
良
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
国
側
が
企
業
に
対
し
、

別
の
優
遇
措
置
を
図
る
べ
き
と
考

委
員

▲診療科目の名称変更で診療機能の明確化を図る済生館

▲企業立地が進む山形中央インター産業団地
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築
基
準
法
の
改
正
で
、
幅
員
が
４

メ
ー
ト
ル
以
上
の
農
道
な
ど
に
の

み
接
す
る
一
定
規
模
以
下
の
住
宅

を
建
築
す
る
場
合
、
建
築
審
査
会

の
同
意
を
得
る
必
要
が
な
く
な
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
た
び
の
改
正
に
よ
り
、

接
道
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
一
定
規

模
以
下
の
住
宅
の
要
件
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

一
戸
建
て
の
住

宅
で
、
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

下
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

接
道
規
制
を
緩
和
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ど
の
程
度
の
申
請
件

数
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

農
道
な
ど
に
お

い
て
、
許
可
を
得
て
建
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
集
落
連
た
ん

地
に
な
る
こ
と
か
ら
、
１
年
に
１

件
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

　
　
　

１
年
を
超
え
る
仮
設
建
築

物
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東

京

オ

リ

ン

ピ
ッ
ク
や
国
際
大
会
な
ど
に
要
す

る
施
設
を
想
定
し
た
法
改
正
で
あ

る
。
本
市
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
具

体
的
な
大
会
な
ど
の
予
定
は
な
い

が
、
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
に

備
え
、
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

建
築
指
導
課
長

委
員

建
築
指
導
課
長

委
員

建
築
指
導
課
長

　

平
成
３１
年
４
月
に
予
定
し
て
い

る
中
核
市
移
行
に
向
け
て
調
査
、

研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
当
局
か
ら
、
中

核
市
移
行
の
申
し
出
に
必
要
な
手

続
き
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
３０

年
８
月
７
日
に
総
務
大
臣
に
対
し
、

法
定
手
続
き
の
最
終
段
階
と
な
る

「
中
核
市
指
定
を
求
め
る
申
出
」

を
行
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
中
核
市
移
行
に
係
る

現
在
の
進
捗
状
況
と
、
移
行
に
伴

う
市
の
事
業
効
果
を
高
め
る
施
策

（
独
自
性
）
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
、
担
当
各
課
か
ら
報
告
が
あ
り

中
核
市
移
行
検
討

 

特
別
委
員
会

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
報
告
に
対
し
委
員
か

ら
、
中
核
市
移
行
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
は
、
独
自
性
の
発
揮
や
各
分
野

と
の
連
携
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
と
の
発
言
が
あ
り
、
当
局
か

ら
、
中
核
市
移
行
に
よ
り
、
県
か

ら
の
移
譲
事
務
は
２
４
０
０
余
り

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
力
は
向

上
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
各

種
施
策
の
連
携
に
よ
り
、
事
業
効

果
が
高
ま
る
よ
う
、
日
々
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
良
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
き

た
い
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ

とは、公職選挙法で禁止されています。違

反すると罰せられます。有権者が寄付を求

めることも禁止されています。

市民の皆さまのご理解を
お願いします

　議員は選挙区内の人に対し
て、自筆による答礼を除き、
年賀状などの時候のあいさつ
状（電報なども含む）を出す
ことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

　議員に対して寄付を出すように勧誘や要
求をしたり、議員名義の寄付を求めること
は禁止されています。

議員への寄付の勧誘や要求はできません！

みちしるべが授業で

活用されました！

　山形大学附属中学校２年生の総合学習の授業で、やまがた市議会

報「みちしるべ」が活用されました。

　この授業は、これまでに発行した市議会報や他の広報紙などから、

山形県内の直面している課題を捉え、その背景やこれまでの対応な

どを調べ、解決策を提案する学習で、今後は「平均初婚年齢の上昇」

「少年非行の増加」「若者の地域離れ」などを課題として学習を進め

ていくとのことでした。

　本市議会では、今後も、よりわかりやすく、市民の皆さまに親し

んでもらえる議会報の作成に努めてまいります。

　山形大学附属中学校２年生の皆さん、ありがとうございました。
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７
月
臨
時
会
を
７
月
１９
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
会
で
は
、
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
の
購
入
、
少
年
自
然

の
家
ゲ
レ
ン
デ
等
整
備
用
圧
雪
車

の
購
入
に
つ
い
て
の
議
案
２
件
が

上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
を
総
務
、

産
業
文
教
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
臨
時
会

　

審
査
終
了
後
に
本
会
議
を
再
開

し
、
委
員
長
報
告
を
受
け
た
後
、

採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

　９月定例会で審議された請願は、継続審査中の２件と、新たに提出
された１件です。各委員会での審査結果は以下の通りです。

請　　願

件　　　　　　　名
紹介議員

所　管
委員会

結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
　
　

願

第
３
号

継
続

最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書の採
択を求めることについて 阿曽　　隆

斉藤　栄治
産業文教 継続審査

山形地域労働組合総連合
議長　東海林良二　ほか１人

第
５
号

継
続

政府に対して「森友学園」、
「加計学園」疑惑の速やかな
真相究明と国民に対する説明
責任を果たすよう求める意見
書の提出に関することについ
て

佐藤　秀明 総　務 継続審査

山形地区平和センター
議長　小野祭樹

第
６
号

新
規

水道民営化を推し進める水道
法改正案の成立に反対する意
見書採択について 川口　充律

今野　誠一
環境建設 継続審査

山形地区平和センター
議長　小野祭樹

地域猫活動支援事業について

　豊田市では、猫の迷惑問題
を減らす対策として、地域猫
活動支援事業を行っています。
　殺処分や動物愛護センター
での保護猫の収容数を減らす

ため、活動支援の申請があった町内会とともに、猫を保
護し、無料で避妊手術や去勢手術を行うもので、事業開
始後、殺処分は減少し、収容数も減ってきたとのことで
した。
　また、去勢・避妊手術を受けた保護猫の譲渡会も行わ
れていました。
　本市でも平成３１年４月に予定している動物愛護センター
の開設にあたり、大変参考になるものでした。

人と動物が共生できる潤いのある豊かな社会の実現に向けて

　「動物愛ランド・京都」は、全
国初となる都道府県と政令市が共
同で設置・運営する動物愛護管理
施設です。人と動物が共生できる
潤いのある豊かな社会の実現に向

け取り組んでおり、外部の専門家の監修のもと、犬の収容か
ら譲渡に至るプロセスとして、問題行動の修正、各犬の性質
を踏まえた譲渡先の条件設定、譲渡後の飼い主へのアフター
フォローなどを行う「京都方式」を確立しています。
　また、京都夜間動物救急センターが併設されているほか、
ドッグランでは、ネーミングライツに係る契約を締結し、ネー
ミングライツパートナーから犬猫の餌の無償提供などの支援
も行われているとのことでした。

日程 視察地 視察項目

１班
７月４日（水）

　～６日（金）

京都府京都市 京都動物愛護センター「動物愛ランド・京都」について

滋賀県大津市 大津市保健所の運営について

兵庫県姫路市 播磨圏域連携中枢都市圏構想について

２班
７月２５日（水）

　～２７日（金）

愛知県豊田市 地域猫活動支援事業について

愛知県岡崎市 保健所業務・検査施設について

東京都八王子市 中核市移行について・中核市移行時の市の独自性の取り組みについて

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
３
人

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

の
任
期
が
９
月
３０
日

で
満
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
次
の
方
の
推

薦
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

佐さ

藤と
う　

靜し
ず

子こ 

氏

　

中な
か

島し
ま　

幾い
く

子こ 

氏

　

村む
ら

山や
ま　
　

永
ひ
さ
し 

氏

中核市移行検討特別委員会　視察報告

中核市移行検討特別委員会（２班） 中核市移行検討特別委員会（１班）

本市議会では、先進的な取り組みを行う他の自治体などへの視察を行っています。
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５９号 小型動力ポンプ付積載車の購入について
同意

（全会一致）

議第６０号 少年自然の家ゲレンデ等整備用圧雪車の購入について
同意

（全会一致）

議決議案一覧（７月臨時会）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６１号 平成２９年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
認定

（一覧表参照）

議第６２号
議第６３号

平成２９年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２９年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６４号 平成２９年度山形市立病院済生館事業会計決算認定について
認定

（全会一致）

議第６５号
平成３０年度山形市一般会計補正予算
　中核市移行記念式典開催事業、「山寺と紅花」推進協議会負担金、民間立保育所施設整備事業
費補助金、放課後児童クラブ整備事業、道路維持補修経費などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６６号
平成３０年度山形市国民健康保険事業会計補正予算
　高額療養費制度見直しに伴う追加のシステム改修に係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６７号
山形市地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一部改正について
　地域再生法の改正にあわせ、本社機能を移転・拡充する事業に係る固定資産税の特例措置を拡
充するものです。

可決
（全会一致）

議第６８号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築基準法の改正に伴い、新たな申請手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第６９号
山形市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について
　済生館の診療機能の明確化を図るため、診療科目の名称の一部を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第７０号
平成３０年度山形市一般会計補正予算
　小学校における空調設備の早期整備に向け、必要な設計に係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）

◆○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆渡邊元議長は採決に加わらない。　◆会派「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表

 会派
 議員名

議案

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 遠
藤
吉
久
副
議
長

渡
邊

元
議
長

議決
結果

仁

藤

俊

浅

野

弥

史

田

中

英

子

伊

藤

香

織

中

野

信

吾

菊
地
健
太
郎

遠

藤

和

典

丸

子

善

弘

長
谷
川
幸
司

須

貝

太

郎

斎

藤

武

弘

鈴
木
善
太
郎

髙

橋

昭

弘

高

橋

公

夫

佐

藤

秀

明

伊
藤
美
代
子

川

口

充

律

斉

藤

栄

治

石

澤

秀

夫

加

藤

孝

渋

江

朋

博

武

田

聡

小

野

仁

斎

藤

淳

一

阿

曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今

野

誠

一

松

田

孝

男

武

田

新

世

折

原

政

信

尾

形

源

二

議 第 ６１ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ － 認定

と　き　平成３１年１月１日（火・祝）
　　　　午前７時～午後４時
ところ　上山城
内　容　新年の幕開けに、上山城の天守閣

で三吉山からの初日の出を拝み、
三つの吉のパワーをもらいましょ
う。先着３００名の方にプレゼント
進呈。

問い合わせ先　（公財）上山城郷土資料館
 ☎６７３－３６６０

上山城元旦登城
上山市

と　き　平成３０年１２月１日（土）～２日（日）
　　　　午前１０時～午後４時
ところ　山形国際交流プラザ（山形ビッグ

ウイング）１階展示場
内　容　「食」をテーマとした「村山広域

７市７町うまいものフェア」を開
催いたします。また、「山形市伝
統的工芸品まつり」と「みちのく
こけしまつり」が併催されます。

問い合わせ先　山形ビッグウイング
 ☎６３５－３１００

第５回山形ビッグウイングフェスティバル
山形市

と　き　平成３１年１月１２日（土）
　　　　午前９時３０分～午後４時３０分
ところ　駅前、本町、仲町通り
内　容　縁起物の初飴、だんご木を

はじめ、海産物、臼やきね
などを売る店が軒を連ね、
江戸時代から続く伝統的な
催しです。

問い合わせ先　山辺町商工会
 ☎６６４－５９３９

山辺町初市
山辺町

み
み
よ
り
情
報
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※　正常性バイアス…目の前の物事が異常な状態を示していても、比較的大きな状態変化がない限りは正常であるとみなしてしまうこと。

　
　

西
日
本
豪
雨
で
の
正※

常
性
バ

イ
ア
ス
に
よ
る
避
難
の
遅
れ
は
、

本
市
で
も
起
こ
り
得
る
。
早
期
避

難
意
識
徹
底
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

Q

　
　

住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
に

つ
な
が
る
分
か
り
や
す
い
表
現
や

伝
え
方
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

避
難
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く
。

A

　
　

防
災
行
政
無
線
な
ど
は
、
豪

雨
時
の
雨
音
で
聞
こ
え
な
い
場
合

が
あ
る
こ
と
か
ら
緊
急
速
報
メ
ー

ル
な
ど
に
併
せ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
効
果

的
で
あ
る
た
め
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
防
災

ア
プ
リ
は
非
常
に
利
便
性
が
高
い
。

本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

民
間
ア
プ
リ
の
活
用
や
市
独

自
ア
プ
リ
の
構
築
な
ど
、
多
角
的

視
点
か
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
見
直

し
で
、
新
た
に
洪
水
浸
水
想
定
区

域
と
な
っ
た
世
帯
に
も
、
防
災
ラ

ジ
オ
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
た
に
洪
水
浸
水
想
定
区
域

と
な
っ
た
世
帯
や
想
定
区
域
を
含

む
自
主
防
災
会
な
ど
も
、
今
後
、

配
布
の
対
象
に
加
え
て
い
く
。

　
　

長
期
に
渡
り
障
が
い
者
の
法

定
雇
用
率
を
不
適
切
に
水
増
し
算

定
し
て
い
た
こ
と
は
、
障
が
い
者

雇
用
の
軽
視
で
あ
る
。
再
発
防
止

と
信
頼
回
復
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
は
、
職
員
の
意
識
向
上

に
努
め
、
関
係
機
関
の
指
導
の
も

と
、
制
度
の
適
切
な
運
用
に
努
め

て
い
く
。
職
員
採
用
の
障
が
い
者

QAQ

AQA

QA

● 一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　

議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
９
月

１１
日
と
１２
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

武
田　

新
世

中
核
市
移
行
に
併
せ
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

を
拡
充
せ
よ
、
防
災
・
減
災
対
策
を
拡
充
し
市
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
せ
よ　

ほ
か

長
谷
川
幸
司

（
翔

政

会
）

西
日
本
豪
雨
か
ら
の
教
訓
、
ラ
グ
ビ
ー
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
通

し
て
の
賑
わ
い
づ
く
り
、
山
形
市
政　

ほ
か

斎
藤　

淳
一

（
緑

政

会
）

新
年
度
予
算
、
人
事
交
流
、
防
災
施
策
、
山
形
駅

前
の
開
発
、
み
ど
り
の
基
本
計
画
、
街
づ
く
り
、

山
形
市
立
商
業
高
等
学
校
、
都
市
計
画
道
路

浅
野　

弥
史

（
翔

政

会
）

楽
天
野
球
団
と
の
連
携
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
連
携
中

枢
都
市
圏
構
想
、
西
公
園
、
子
育
て
環
境
、
半
郷

清
掃
工
場
の
跡
地
利
用
、
健
康
遊
具

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

今
野　

誠
一

核
兵
器
禁
止
条
約
、
農
業
振
興
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
の
推
進
体
制

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

川
口　

充
律

気
象
変
化
へ
の
対
応
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
、
交
通
安
全
対
策
、
施

策
に
取
り
組
む
姿
勢
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化　

ほ
か

高
橋　

公
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

災
害
対
策
、
障
が
い
者
施
策
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー

ビ
ス
、
熱
中
症
対
策　

ほ
か

中
野　

信
吾

（
翔

政

会
）
「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」
日
本
遺
産
認
定
、

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
、
連
携
中
枢
都
市
圏
、
山

形
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　

ほ
か

高
橋　

公
夫 

議
員

豪
雨
災
害
に
学
び

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
れ
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小
・
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を

早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

国
の
平
成
３１
年
度
空
調
設
備

の
建
築
計
画
調
査
に
、
全
小
学
校

分
を
追
加
し
て
提
出
し
て
い
る
。

現
在
、
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

財
源
構
成
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
早
期
整

備
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

約
半
年
と
迫
っ
て
い
る
中
核

市
移
行
を
、
ど
の
よ
う
に
市
民
へ

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
出

前
講
座
の
開
催
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

３０
年
度
か
ら
出
前
講
座
を
開

催
し
て
お
り
、
第
一
・
第
八
・
西

山
形
地
区
、
山
形
大
学
人
文
社
会

QAQA 枠
や
障
が
い
者
作
業
室
の
拡
充
を

図
り
、
他
市
の
事
例
も
参
考
に
、

よ
り
積
極
的
な
雇
用
を
行
い
、
信

頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

　
　

恵※

光
園
の
利
用
者
も
入
居
で

き
る
新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設

置
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

設
置
手
法
や
サ
ー
ビ
ス
形
態

な
ど
の
検
討
を
鋭
意
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
設
置
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

　
　

国
は
平
成
３１
年
夏
ま
で
に
、

全
て
の
公
立
小
・
中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
予
算
措
置
を
図
る

方
針
で
あ
る
が
、
整
備
計
画
の
前

倒
し
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

国
の
平
成
３１
年
度
空
調
設
備

の
建
築
計
画
調
査
に
、
全
小
学
校

分
を
追
加
し
て
提
出
し
て
い
る
。

現
在
、
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

財
源
構
成
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
早
期
整

備
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
事
務

仕
事
が
年
々
増
え
て
い
る
。
市
が

事
務
補
助
員
を
雇
い
上
げ
、
各
ク

ラ
ブ
に
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

人
員
配
置
以
外
の
方
策
も
あ

る
と
考
え
る
た
め
、
負
担
軽
減
と

な
る
工
夫
改
善
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

保
育
士
不
足
を
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
と
保
育
所
の
共
通
課
題

と
捉
え
、
保
育
士
確
保
施
策
の
対

象
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
加
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
も
適

用
す
る
よ
う
、
制
度
の
拡
充
を
国

や
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
確
保
に
向
け
た

広
報
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

科
学
部
行
政
学
ゼ
ミ
、
県
都
山
形

北
部
開
発
促
進
協
議
会
、
山
形
駅

前
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
て
い
る
。
今

後
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
呼
び
か
け
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　

中
核
市
移
行
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
保
健
所
に
、
市
民
の
長
寿
や

健
康
増
進
に
貢
献
す
る
シ
ン
ク
タ

ン
ク
機
能
を
確
立
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
策
は
ど
う
か
。

　
　

保
健
所
長
を
中
心
に
横
断
的

組
織
を
設
置
し
、
統
計
の
解
析
・

分
析
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
研
修

体
制
を
整
備
し
な
が
ら
、
職
員
育

成
な
ど
も
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

　
　

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、「
防

災
重
点
た
め
池
」
の
一
部
を
掲
載

し
て
い
る
が
、
全
て
公
開
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
「
防
災
重
点
た
め
池
」

を
記
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
元
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
避
難
経
路
や
避
難
場
所
な
ど
を

決
定
後
、
早
急
に
作
成
・
公
表
し

て
い
く
。
ま
た
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
へ
の
記
載
は
、
改
訂
時
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

本
市
の
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
の
策
定
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

３１
年
度
中
に
策
定
完
了
を
予

定
し
て
お
り
、
審
議
会
か
ら
の
意

見
聴
取
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流

を
通
し
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘

客
な
ど
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

が
、
具
体
策
は
ど
う
か
。

　
　

東
北
ビ
ク
ト
リ
ー
ラ
グ
ビ
ー

ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
医
療

や
バ
イ
オ
を
テ
ー
マ
と
し
た
東
北

の
活
動
を
情
報
発
信
す
る
ワ
ー
ル

ド
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
ズ
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
の
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
、
外
国

人
旅
行
者
の
誘
客
に
努
め
て
い
く
。

　
　

合
宿
の
受
け
入
れ
体
制
や
、

選
手
と
市
民
の
交
流
な
ど
は
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
サ
モ
ア
チ
ー
ム
が
最
高
の
状
態

で
臨
め
る
よ
う
準
備
す
る
と
と
も

に
、
学
校
訪
問
や
ラ
グ
ビ
ー
教
室

開
催
な
ど
、
市
民
と
の
交
流
が
図

れ
る
よ
う
、
組
織
委
員
会
へ
提
案

し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

交
流
事
業
で
は
、
国
際
交
流
の
促

進
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
だ
け

で
な
く
、
本
市
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
た
め
、
観
光
誘
客
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

な
ど
に
対
す
る
市
民
の
意
識
の
高

揚
な
ど
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

QAQ

AQAQA

QA

※　恵光園…本市総合福祉施設「まんさくの丘」に設置されている、日中サービスを提供する生活介護事業所。

小
・
中
学
校
に
早
急
な

エ
ア
コ
ン
の
整
備
を
！

長
谷
川
幸
司 
議
員

▲
  

愛
媛
県
西
条
市
で
導
入
し
て
い
る
防
災

ア
プ
リ
「
防
災
情
報
さ
い
じ
ょ
う
」▲ラグビーフェスティバルで躍動した

　つや姫セブンズ
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「
山
寺
が
支
え
た
紅
花
文
化
」

の
日
本
遺
産
認
定
で
、
山
寺
の
世

界
遺
産
登
録
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
一

つ
越
え
た
。
山
寺
に
は
物
語
の
題

Q

材
が
数
多
く
あ
り
、
県
内
の
紅
花

文
化
と
の
融
合
で
、
よ
り
魅
力
的

な
物
語
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
は
、
県
に
も

相
談
し
な
が
ら
情
報
収
集
を
行
い
、

A
　
　

市
長
の
任
期
最
後
と
な
る
平

成
３１
年
度
の
予
算
編
成
に
係
る
基

本
方
針
と
、
中
心
と
な
る
事
業
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

発
展
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
中
核
市
と
し
て
最
初
の
年
度

で
あ
る
た
め
、
中
核
市
関
連
の
施

策
を
は
じ
め
、
財
政
の
健
全
性
堅

持
に
努
め
な
が
ら
、
健
康
医
療
先

進
都
市
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
、
一
層
加
速
し
て
い
く
。

　
　

災
害
時
に
逃
げ
遅
れ
た
方
の

捜
索
や
避
難
施
設
へ
の
誘
導
、
医

療
品
の
運
搬
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
積

極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

２９
年
度
に
、
測
量
関
係
団
体

QAQA

進
め
方
を
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
た
な
物
語
は
、「
山
寺
と
紅
花
」

推
進
協
議
会
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
て
発
信

し
て
い
く
方
策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
上

で
、
山
寺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
不

可
欠
で
あ
る
。
列
車
の
増
便
や
山

寺
街
道
の
拡
幅
整
備
を
Ｊ
Ｒ
や
県

へ
働
き
か
け
、
無
電
柱
化
、
消
雪

道
路
の
整
備
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

仙
山
線
の
増
便
は
、
平
成
３０

年
度
作
成
予
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
針
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
へ
働
き
か

け
て
い
く
。
主
要
地
方
道
山
形
山

寺
線
は
、
県
に
早
期
整
備
を
要
望

し
、
無
電
柱
化
は
、
整
備
計
画
区

間
の
予
備
調
査
を
行
い
、
事
業
採

択
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

楯
山
地
区
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
地
域
別
構
想
で
、
仙

台
・
山
形
間
を
結
ぶ
新
た
な
道
路

整
備
や
新
産
業
団
地
整
備
な
ど
の

基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
実
現

に
向
け
た
具
体
策
は
ど
う
か
。
ま

た
、
仙
台
・
山
形
間
の
Ｊ
Ｒ
や
道

路
網
の
利
便
性
に
優
れ
、
新
産
業

団
地
候
補
地
に
近
い
十
文
字
地
区

へ
宅
地
開
発
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

仙
山
線
の
機
能
強
化
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

Q

AQ

A

と
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
災

害
発
生
時
の
活
用
に
つ
い
て
、
他

都
市
の
実
績
や
実
験
結
果
な
ど
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

旧
ビ
ブ
レ
跡
地
の
再
開
発
は
、

土
地
の
利
用
計
画
を
積
極
的
に
示

し
、
地
権
者
の
理
解
を
得
る
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
山
形

駅
前
公
共
地
下
道
の
再
活
用
も
、

早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略
本

部
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
中
で
、
具
体
的
な
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
し
、
土
地
利
用

の
方
針
を
積
極
的
に
示
し
て
い
く
。

ま
た
、
山
形
駅
前
公
共
地
下
道
は
、

旧
ビ
ブ
レ
跡
地
の
再
開
発
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
一
体
的
な
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

街
の
拠
点
や
軸
と
な
る
、
み

ど
り
を
つ
く
る
た
め
、
鎮※

守
の
森

の
保
全
を
後
押
し
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
樹
木

な
ど
は
保
存
樹
に
指
定
し
、
支
援

し
て
い
る
。
現
在
策
定
し
て
い
る

景
観
計
画
で
は
、
景
観
上
重
要
な

樹
木
を
景
観
重
要
樹
木
に
指
定
し
、

維
持
・
保
全
・
継
承
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
今
後
、
支
援
を
活

用
し
な
が
ら
、
市
民
と
と
も
に
保

全
と
継
承
に
努
め
て
い
く
。

　
　

す
ず
ら
ん
街
の
オ
フ
ィ
ス
誘

致
型
の
再
開
発
事
業
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
実
現
を
図
る
の
か
。

　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
本
部
と
商
店
街
組
合
や
、

地
権
者
と
の
勉
強
会
を
行
っ
て
お

り
、
商
店
街
の
若
手
経
営
者
や
地

権
者
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
、

意
見
交
換
を
行
い
、
国
や
県
と
連

携
し
、
支
援
策
を
提
案
し
て
い
く
。

　
　

山
形
商
業
高
校
へ
の
単
位
制

導
入
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領

を
基
に
、
校
内
の
教
育
課
程
検
討

委
員
会
を
中
心
に
研
究
・
検
討
し

て
お
り
、
３１
年
度
末
ま
で
に
単
位

制
の
新
教
育
課
程
を
編
成
し
、
３４

年
度
か
ら
の
導
入
と
し
て
い
る
。

　
　

都
市
計
画
道
路
美
畑
天
童
線

の
山
形
西
高
校
か
ら
国
道
３
４
８

号
ま
で
の
渋
滞
緩
和
や
歩
行
者
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
、
今
後
の
対

応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

国
道
３
４
８
号
の
事
業
実
施

を
重
要
要
望
事
業
に
位
置
付
け
、

県
に
対
し
、
早
期
着
手
を
要
望
し

て
い
る
。
市
道
部
で
は
、
２８
年
度

に
渋
滞
対
策
と
し
て
、
暫
定
右
折

レ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、
歩
行
者
の
安
全
対
策
に
、

歩
道
の
連
続
性
の
確
保
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

QAQ

AQA

QAQA

▲旧ビブレ跡地の利用計画を積極的に示せ

※　鎮守の森…神社に付随して境内やその周辺に、神殿や参道、拝所を囲むように設定・維持されている森林。

平
成
３１
年
度
予
算
編
成
の

基
本
方
針
と
中
心
と
な
る
事
業
は

斎
藤　

淳
一 

議
員

日
本
遺
産
か
ら

世
界
遺
産
登
録
へ
！

中
野　

信
吾 

議
員
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半
郷
清
掃
工
場
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
川
口
の
供
用
開
始

に
伴
い
、
稼
働
を
停
止
し
解
体
さ

れ
る
が
、
解
体
後
の
跡
地
利
用
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地

域
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
の
要

望
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
跡
地
利
用

に
必
要
な
土
壌
調
査
を
行
い
、
市

全
体
と
し
て
の
有
効
な
利
用
方
法

を
、
地
域
の
方
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

楽
天
野
球
団
と
パ
ー
ト
ナ
ー

協
定
を
締
結
し
た
が
、
今
後
、
ど

の
よ
う
な
周
知
や
、
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

QAQ な
施
策
を
実
施
し
、
道
路
整
備
は
、

現
在
実
施
中
の
市
道
楯
山
停
車
場

立
谷
川
線
整
備
と
併
せ
、
楯
山
駅

北
側
へ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
設
置

を
進
め
て
い
く
。
こ
れ
ら
施
策
の

効
果
に
よ
り
、
宅
地
需
要
が
増
加

し
た
場
合
、
十
文
字
地
区
な
ど
の

宅
地
開
発
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

中
核
市
移
行
後
の
連
携
中
枢

都
市
圏
は
、
現
在
、
定
住
自
立
圏

を
構
成
し
て
い
る
３
市
２
町
で
具

体
的
な
連
携
事
業
を
協
議
し
、
そ

の
上
で
他
の
３
市
４
町
と
協
議
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
規
模
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

　
　

最
大
で
、
本
市
へ
の
通
勤
通

学
割
合
が
１０
％
以
上
の
村
山
地
区

内
６
市
６
町
と
考
え
て
い
る
。

　
　

近
年
の
気
象
状
況
を
考
慮
し

た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直

し
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

河
川
以
外
か
ら
の
浸
水
箇
所

や
危
険
箇
所
も
反
映
さ
せ
、
３１
年

度
末
の
改
正
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

山
寺
地
区
の
１１
カ
所
の
避
難

所
の
う
ち
７
カ
所
が
土
砂
災
害
時

に
避
難
不
可
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
避
難
指
示
で
十
分
な
の
か
。

　
　

県
総
合
運
動
公
園
が
代
替
避

難
所
と
な
る
た
め
、
河
川
や
道
路

の
状
況
が
悪
化
す
る
前
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
早
め
の
避
難
情
報
の

発
令
に
心
が
け
て
い
く
。

　
　

現
在
の
高
齢
者
外
出
支
援
事

業
は
、
路
線
バ
ス
が
通
っ
て
い
な

い
地
域
の
多
く
の
方
が
利
用
で
き

な
い
状
況
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
券

と
の
選
択
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

効
率
的
・
効
果
的
な
取
り
組

み
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q

AQ

AQA

QA

　
　

野
球
を
通
し
た
交
流
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

連
携
し
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

実
施
可
能
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
、
楽
天

野
球
団
と
協
議
し
な
が
ら
、
周
知

に
努
め
て
い
く
。

　
　

西
公
園
に
パ※

ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制

度
を
導
入
し
、
入
浴
施
設
を
併
設

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
の
導
入

を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
隣
接
す
る
山
形
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
入
浴
施
設
の
実
現
性

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

平
成
３１
年
１０
月
か
ら
の
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
い
、

市
の
財
政
負
担
を
ど
の
よ
う
に
試

算
し
て
い
る
の
か
。

　
　

制
度
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、

国
・
県
・
市
の
負
担
割
合
が
継
続

さ
れ
る
場
合
、
一
般
財
源
が
圧
縮

で
き
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　

市
南
部
の
児
童
遊
戯
施
設
は
、

重
度
障
が
い
児
も
遊
べ
る
遊
具
や
、

視
覚
に
訴
え
る
デ
ジ
タ
ル
遊
具
な

ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
た
ち
が
可

能
な
限
り
、
仲
良
く
一
緒
に
遊
べ

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
遊

具
や
、
五
感
に
刺
激
を
与
え
る
機

器
な
ど
の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
南
部
の
児
童
遊
戯
施
設
の

要
求
水
準
書
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
遊
具
や
液
晶
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
の
遊
具
の
設
置
を
盛
り

込
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

費
用
の
試
算
な
ど
も
行
い
な

が
ら
、
要
求
水
準
書
に
盛
り
込
む

内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　

第
三
子
以
降
の
出
産
が
あ
っ

た
世
帯
に
対
し
、
出
産
祝
い
金
制

度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

制
度
の
効
果
な
ど
を
検
証
し

て
い
く
。

　
　

「
子
育
て
応
援
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
本
市
の
子
育
て
支
援
を

広
く
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ま
ず
は
、
待
機
児
童
の
解
消

な
ど
、
子
育
て
支
援
施
策
の
着
実

な
推
進
を
優
先
し
て
い
く
。

　
　

健
康
増
進
を
図
る
場
と
し
て
、

各
地
区
の
公
園
に
健
康
遊
具
を
整

備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

公
園
整
備
な
ど
の
際
は
、
市

民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
向
け
、
地
元
ニ
ー

ズ
や
利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
、

健
康
遊
具
の
設
置
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
。

AQAQ

AQAQA

QAQAQA

▲デイキャンプでにぎわう西公園のかまど ▲日本遺産に認定された「山寺が支えた紅花文化」

※　パークＰＦＩ…公募設置管理制度。園路、広場などの整備を一体的に行うことを条件に、都市公園内において飲食店、売店などの公園施設の
設置・管理を行う民間事業者を公募により選定する制度。

半
郷
清
掃
工
場
の
早
期
解
体
と

跡
地
利
用
の
検
討
を

浅
野　

弥
史 
議
員
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利
用
者
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、

定
期
巡
廻
・
随
時
対
応
型
訪
問
介

護
看
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
、
事

業
廃
止
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

Q

な
く
な
っ
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

　
　

市
内
に
泊
り
が
可
能
な
事
業

所
が
多
く
、
在
宅
で
介
護
を
受
け

て
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
に
対
す

A
　
　

国
連
の
「
家
族
農
業
の
１０
年
」

は
、
持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
家

族
農
業
を
地
域
の
農
業
政
策
の
中

心
に
位
置
付
け
る
活
動
で
あ
る
。

本
市
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な

流
れ
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

本
市
の
農
業
戦
略
推
進
上
、

大
規
模
・
集
約
化
だ
け
で
な
く
、

小
規
模
・
家
族
農
業
へ
の
支
援
も

重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
、

山
形
市
農
業
戦
略
本
部
で
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
検
討
し
、
よ
り
良
い

農
業
振
興
を
図
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　
　

新
規
就
農
者
が
営
農
継
続
で

き
る
よ
う
、
総
合
的
・
体
系
的
な

QAQ

る
意
識
や
、
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
こ
と
な
ど
が
要
因
で
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
高
齢
者
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

で
あ
り
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を

し
て
い
く
。

　
　

在
宅
に
お
け
る
介
護
・
看
護

の
提
供
に
関
わ
る
体
制
の
構
築
を
、

具
体
的
に
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

市
医
師
会
に
設
置
し
た
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
室
を
中
心
に
、

医
療
と
介
護
に
関
わ
る
多
職
種
で

検
討
を
重
ね
、
入
退
院
時
に
必
要

な
視
点
や
流
れ
を
ま
と
め
た
支
援

フ
ロ
ー
を
作
成
し
、
普
及
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
在
宅
医
療
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
切
れ
目
の
な
い
一

体
的
な
提
供
体
制
構
築
に
向
け
、

関
係
機
関
な
ど
と
議
論
し
な
が
ら
、

必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

熱
中
症
予
防
に
、
生
活
保
護

世
帯
や
高
齢
者
世
帯
へ
エ
ア
コ
ン

購
入
費
用
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

生
活
保
護
世
帯
に
購
入
費
用

支
給
制
度
を
周
知
し
、
要
件
該
当

者
へ
支
給
し
て
い
く
。
そ
の
他
の

世
帯
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
の
要
件
工
事
と
エ
ア
コ
ン

設
置
工
事
を
一
緒
に
実
施
す
る
こ

と
で
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

Q

A

QA

支
援
策
を
工
夫
し
、
長
い
目
で
育

て
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
強
化

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

就
農
後
５
年
目
以
上
の
農
業

経
営
を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
３０

年
３
月
、
新
た
に
山
形
市
新
規
就

農
者
受
入
協
議
会
を
設
置
し
、
相

談
支
援
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１０
年
を
め
ど
に
営
農
継

続
で
き
る
よ
う
、
協
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

（
営
農
型
太
陽
光
発
電
）
は
、
農

地
を
活
用
し
た
発
電
方
式
で
あ
る
。

農
家
の
経
営
改
善
策
の
一
つ
と
し

て
、
ま
た
、
後
継
者
の
確
保
・
農

村
地
域
の
再
生
策
に
、
設
備
投
資

へ
の
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、

売
電
に
よ
る
安
定
し
た
年
収
が
見

込
め
る
こ
と
か
ら
、
農
業
経
営
の

安
定
化
の
一
助
に
な
る
と
考
て
い

る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
積
雪
な

ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
、

農
業
戦
略
本
部
会
議
に
お
い
て
調

査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

大
郷
地
区
の
山
形
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
内
や
、
そ
の
周
辺
農
地
の

活
用
に
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

周
辺
農
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
住
民
団
体
か
ら
、
大
規

模
施
設
設
置
な
ど
の
要
望
を
も

ら
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

議
員
の
提
案
も
含
め
て
、
地
区
の

方
と
継
続
し
て
活
用
策
の
協
議
を

進
め
て
い
く
。

　
　

兵
庫
県
明
石
市
で
は
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
具
体
的

な
支
援
を
定
め
た
「
明
石
市
こ
ど

も
総
合
支
援
条
例
」
を
制
定
し
て

い
る
。
本
市
で
も
、
中
核
市
移
行

を
契
機
に
子
ど
も
総
合
支
援
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
、
発
展
計
画
の
重

点
政
策
に
「
総
合
的
な
子
育
て
環

境
の
整
備
」
を
掲
げ
、
そ
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
他
市
の

事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
の
意
見
交
換

な
ど
、
条
例
制
定
の
必
要
性
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
国
際

情
勢
が
変
化
す
る
中
で
も
、
日
本

政
府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

し
な
い
姿
勢
で
あ
る
が
、
平
和
都

市
宣
言
を
掲
げ
る
本
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

政
府
は
、
核
保
有
国
と
非
核

保
有
国
の
双
方
が
参
加
し
な
け
れ

ば
現
実
的
・
実
践
的
で
な
い
と
い

う
意
味
で
、
条
約
に
参
加
を
し
な

か
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

AQA

QAQ

AQA

▲ソーラーシェアリングへの支援で地域活性化を

農
業
振
興
と

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
図
れ

今
野　

誠
一 

議
員

定
期
巡
廻
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
を

川
口　

充
律 

議
員
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児
童
虐
待
な
ど
深
刻
な
事
件

を
鑑
み
、
児
童
相
談
体
制
の
充
実

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
中
核
市
へ
の
移
行
で
設
置

が
可
能
と
な
る
児
童
相
談
所
の
開

設
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
体
制
か
ら
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
へ
の
移
行
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
児
童
相
談
所
を

開
設
す
る
予
定
は
な
い
が
、
相
談

体
制
の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

い
じ
め
を
防
ぎ
、
児
童
生
徒

の
安
全
な
学
習
環
境
の
確
保
や
教

職
員
の
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
ス※

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
中
核

QAQ を
中
心
に
、
福
祉
関
係
者
や
地
域

に
よ
る
声
が
け
な
ど
の
熱
中
症
予

防
対
策
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
　

南
沼
原
小
学
校
新
校
舎
の
供

用
開
始
時
期
を
明
示
し
、
歩
道
橋

の
増
設
な
ど
の
安
全
対
策
を
、
県

に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

新
校
舎
の
供
用
開
始
ま
で
の

整
備
を
、
継
続
し
て
県
に
要
望
し

て
い
く
。
な
お
、
４
方
向
の
右
折

レ
ー
ン
と
横
断
歩
道
の
カ
ラ
ー
化

に
よ
る
安
全
対
策
を
県
で
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
性
が
問
わ
れ

て
い
る
中
、
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
は
、
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
上
で
必

要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
紙
の
教
科
書
に
取
っ
て
代

わ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
児
童
生
徒
が
、
家
庭
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

ど
の
程
度
使
用
し
て
い
る
か
把
握

は
難
し
い
が
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育

や
ネ
ッ
ト
被
害
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
長
時
間
見
続
け
る
こ
と
に
よ
る

健
康
被
害
な
ど
も
指
導
し
て
い
く
。

　
　

訪
日
外
国
人
が
増
加
傾
向
に

あ
る
中
、
救
急
業
務
で
も
医
療
関

係
通
訳
者
の
配
置
な
ど
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

外
国
人
か
ら
の
通
報
時
は
、

通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
交
え
た
三

者
通
話
シ
ス
テ
ム
で
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
救
急
車
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
導
入
し
、
消
防
庁
開
発

の
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
を
使

用
し
、
音
声
と
画
面
の
文
字
で
対

応
し
て
い
る
。

QA

QA

Q

A

市
移
行
後
、
市
独
自
の
教
員
研
修

で
、
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
を
法

的
側
面
か
ら
研
修
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

県
に
相
談
し
な
が
ら
、
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
を
研
究

し
て
い
く
。
ま
た
、
独
自
研
修
で

講
師
を
弁
護
士
に
す
る
な
ど
、
法

的
な
観
点
を
内
容
に
盛
り
込
む
こ

と
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
、
い
じ

め
・
自
殺
相
談
窓
口
を
開
設
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
計

画
を
前
倒
し
し
て
、
早
期
に
全
校

へ
配
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
財

源
構
成
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
早
期
整

備
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

一
般
家
庭
の
塀
も
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
場
合
、
早
期
の
改

修
・
撤
去
が
求
め
ら
れ
る
。
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
の
募

集
枠
を
拡
大
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改

修
の
必
要
性
を
さ
ら
に
周
知
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

平
成
３１
年
度
に
向
け
て
対
象

工
事
の
追
加
な
ど
、
補
助
の
拡
大

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
安
全
点
検
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
防
災
マ
ッ
プ
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

山
形
市
地
図
情
報
で
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

機
能
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
多
く

の
方
に
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　

消
防
演
習
や
水
防
訓
練
に
参

加
す
る
消
防
団
員
へ
、
熱
中
症
対

策
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

開
催
時
期
や
訓
練
時
間
の
見

直
し
、
暑
さ
指
数
に
よ
る
開
催
判

断
な
ど
、
よ
り
安
全
確
保
に
配
慮

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
、
具
体
的

に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

６６
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
独
自
助
成
を
継
続
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
独
自
助
成
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　

本
市
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
使
用
し
た
市
民
か
ら

の
通
報
に
よ
る
道
路
の
老
朽
化
対

策
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
と
行
政
が
協
力
し
、
正

確
で
幅
広
い
情
報
が
得
ら
れ
る
連

絡
体
制
を
検
討
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQAQ

AQAQA

▲児童・生徒の安全・安心の拡充を ▲進む学校教育のＩＣＴ化

※　スクールロイヤー…学校で起こるいじめや保護者とのトラブルなどを法的に助言・解決する弁護士のこと。

子
ど
も
た
ち
と
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、

中
核
市
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
せ
！

武
田　

新
世 
議
員
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「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

言
葉
の
通
り
、
今
夏
の
日
本
列
島

を
襲
っ
た
猛
暑
は
、
赤
い
彼
岸
花

が
咲
く
頃
に
肌
寒
い
気
候
と
な
り

急
速
に
秋
に
突
入
い
た
し
ま
し
た
。

今
は
初
雪
を
待
つ
季
節
と
な
り
、

平
成
最
後
の
冬
の
足
音
が
聞
こ
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て

は
、
平
成
２９
年
度
の
決
算
と
３０
年

度
の
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。
２９
年
度
の
成
果
や
課
題
を

３１
年
度
の
市
政
に
反
映
で
き
る
よ

う
、
積
極
的
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
市
民
目
線
の
行
政

が
行
わ
れ
る
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
厳
し
い
季
節

と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
康
に
十
分

ご
留
意
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　

議
会
報
委
員　

浅
野　

弥
史

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト

で 検索山形市議会　中継

　９月定例会の審議過程や結果を市民の皆さまへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」

を開催します。

　この報告会では議会を知ることができるほか、魅力あふれる山形市を作り上げていくた

めに市議会議員と意見交換ができます。

　今年度は８カ所のコミュニティセンターで開催されますので、ぜひお気軽にご参加くだ

さい。

魅力あふれる山形市を目指して

期間：１１月６日（火）・１１月１３日（火）

時間：１９時～２０時３０分（１８時３０分より受付）

内容：９月定例会の議会活動報告です。

※やまがた市議会報みちしるべ（本号）をご持参ください。

月　日 会　場 出　席　議　員

１１月６日（火） 南沼原コミュニティセンター ◎武田　新世（総務）　　　　　○仁藤　　俊（環境建設）
　髙橋　昭弘　　高橋　公夫　　伊藤　香織　　斉藤　栄治
　菊地健太郎　　斎藤　淳一　　渡邊　　元 議長１１月１３日（火） 椹沢コミュニティセンター

１１月６日（火） 明治コミュニティセンター ◎田中　英子（厚生）　　　　　○川口　充律（総務）
　松田　孝男　　小野　　仁　　今野　誠一　　石澤　秀夫
　須貝　太郎　　尾形　源二１１月１３日（火） 東沢コミュニティセンター

１１月６日（火） 滝山コミュニティセンター ◎伊藤美代子（産業文教）　　　○渋江　朋博（厚生）
　阿曽　　隆　　丸子　善弘　　長谷川幸司　　折原　政信
　鈴木善太郎　　遠藤　吉久 副議長１１月１３日（火） 高瀬コミュニティセンター

１１月６日（火） 南山形コミュニティセンター ◎武田　　聡（環境建設）　　　○浅野　弥史（産業文教）
　佐藤　秀明　　中野　信吾　　佐藤亜希子　　遠藤　和典
　加藤　　孝　　斎藤　武弘１１月１３日（火） 大郷コミュニティセンター

※どの会場でも参加できます。 ◎…常任委員会委員長　○…常任委員会副委員長

≪議会報告会≫

議員と意見交換をしませんか？
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